
主体的に学習に取り組む児童を育てるための指導の工夫

令和６年８月８日（木）
埼玉大学教育学部附属小学校 肥田 幸則

埼玉大学・岐阜大学「理科モデル授業オンライン研修会」
令和６年度合同研修会 「知って良かった観察実験教材や指導の工夫」



１ 自己紹介
出身は静岡県浜松市（旧浜北市）ですが･･･

小学校教員１５年目になります！
川口市立戸塚南小学校 教諭３年
埼玉大学教育学部附属小学校 教諭１２年
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２ 本日の内容

★演習①「カラー食塩水」を作ろう！
・実践事例紹介① 第５学年「物の溶け方」

・実践事例紹介② 第６学年「てこの規則性」

★演習②「腕の関節モデル」を作ろう！
・実践事例紹介③ 第４学年「人の体のつくりと運動」

・実践事例紹介④ 第５学年「振り子の運動」
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理科における主体的に問題解決しようとする態度とは？
小学校理科学習指導要領解説理科編（平成２９年度）より

主体的に問題解決しようとする態度とは、一連の問題解決の活動を、
児童自らが行おうとすることによって表出された姿である。
児童は、自然の事物・現象に進んで関わり、問題を見いだし、見通

しをもって追求していく。追求の過程では、自分の学習活動を振り返
り、意味付けをしたり、身に付けた資質・能力を自覚したりするとと
もに、再度自然の事物・現象や日常生活を見直し、学習内容を深く理
解したり、新しい問題を見いだしたりする。このような姿には、意欲
的に自然の事物・現象に関わろうとする態度、粘り強く問題解決しよ
うとする態度、他者と関わりながら問題解決しようとする態度、学ん
だことを自然の事物・現象や日常生活に当てはめてみようとする態度
などが表れている。小学校理科では、このような態度の育成を目指し
ていくことが大切である。

繰り返し自然の事物・現象と関わることが大切！
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第５学年「物の溶け方」
演習①カラー食塩水を作ろう！

【用意する物】

①食塩

②透明クリアカップ（約２１０ｍｌ）

※試験管や空のペットボトルでも可。

③食紅（赤・青・緑・黄の４色程度）

※絵の具でも可

④割り箸

・スポイト

・はかりまたは計量スプーン

6



作り方
①水に食塩を溶かし、濃度の違う水溶液を作る。
例：水１００ｍｌ

水１００ｍｌ＋食塩５ｇ ･･･色水①

水１００ｍｌ＋食塩１５ｇ･･･色水②

水１００ｍｌ＋食塩２５ｇ･･･色水③

水１００ｍｌ＋食塩３５ｇ･･･色水④

②それぞれの水溶液に食紅で色を付ける。 ※入れすぎ注意

③空の透明コップに、濃度の低い順（重さが軽い物）にスポイト
を使って、コップの底にゆっくり注いでいく。
※勢いよく入れると、色が混ざってしまうので注意

水

色水①

色水②

色水③

色水④

注
ぐ
順

溶かす食塩の量や、入れる順番を変えてみよう！
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小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説より
物の溶け方について、溶ける量や様子に着目して、水の温度や量など

の条件を制御しながら調べる活動を通して、次の事項を身に付けること
ができるよう指導する。

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に
付けること。

（ア）物が水に溶けても、水と物とを合わせた重さは変わらないこと。

（イ）物が水に溶ける量には、限度があること。

（ウ）物が水に溶ける量は水の温度や量、溶ける量によって違うこと。
また、この性質を利用して、溶けている物を取り出すことができ
ること。

イ 物の溶け方について追究する中で、物の溶け方の規則性についての
予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現すること。

カラー食塩水（素材）をどう教材にするか？
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（内容の取扱い）

内容の「Ａ物質・エネルギー」の（１）については、水溶
液の中では、溶けている物が均一に広がることにも触れる
こと。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説より

コーヒーシュガー
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平成２４年度全国学力・学習状況調査問題から

「水溶液の均一性」を問う問題
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○ 設問（３）の正答率は、５４．７％である。水に溶けてい

る物の様子について実験結果を基に自分の考えを改善して、

その理由を記述することに課題がある。

 ○  設問（４）の正答率は、６５．８％である。物は、水に溶

けると液全体に広がることを、梅ジュースなどの日常の生活

に見られる水溶液に適用することには課題がある。

平成２４年度全国学力・学習状況調査問題から

「水溶液の均一性」を問う問題

水溶液の均一性の理解には、課題が見られる
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先行研究から
源田・村井（２００５）

（よくかき混ぜて溶かした水溶液でも）
溶けた物が下の方に沈み、たまる

溶質そのものの重さへの意識が強い

素朴概念

（１週間放置すると）
溶けた物が下の方に沈み、たまる

均一性を問う調査問題

参考文献：源田智子・村井義明「溶解教材における子どもの素朴概念と理解度調査」，「山口大学 研究論叢. 芸術・体育・ 教育・心理 55(3)』， 2005年，31-45 pp
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「時間経過とともに水溶液全体が均一になること」を
   捉えさせるための指導の工夫

①濃さの違う食塩水を扱う ②時間経過を意識したイメージ図

同じ濃さの
食塩水

かき混ぜてすぐ １週間後

同じ濃さの
食塩水

実践事例紹介① 第５学年「物のとけ方」
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①濃さの違う食塩水を扱う

同じ濃さの食塩水

かき混ぜてすぐ

下に行くほど、出てき
た食塩の量は多いね。

出てきた食塩は、どこ
も同じ量だね。

同じ濃さの食塩水

１週間後

１週間たっても、出てきた食塩は、
どこも同じ量だね。つまり･･･

実験結果② 実験結果③実験結果①

イメージ図 イメージ図 イメージ図

実験方法
上・中・下の違う高さから同じ量の液を
とって食塩水を蒸発させて、食塩がどれ
くらい出てくるのか比べる。

くらべる くらべる

14



②時間経過を意識したイメージ図

予想時

考察時

実験結果を
基に、自分
のイメージ
図を見直す

本時濃さの違う食塩水 かき混ぜてすぐの食塩水食塩を溶かしたとき
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• 児童の予想（単元導入時）

②時間経過を意識したイメージ図

溶けた食塩は、下にた
まっていると思うな。

いや、全体に広がって
いるよ。

はじによっているんじゃない？
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本時で働かせたい見方・考え方
理科の見方

考え方

実体的な視点･･･溶けた食塩は、時間がたっても水の中
  で均一に溶けて存在している

比較･･･溶けてすぐの食塩水 １週間置いた食塩水

関係付け･･･蒸発して出てきた食塩の量と水溶液中の食
  塩の広がり
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児童Aのワークシートの記述
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児童Bのワークシートの記述
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目の前の自然事象と既有の知識や経験等とつなぐ

事象提示の工夫 教材提示の工夫

洗濯物は、どのようなときに水平につり合うのだろうか。

①日常の洗濯物を干す場面を提示 ②洗濯物のつり合いをイメージ
できるモデル

③実験用てこ

本実践では･･･
これまでの経験を基に、洗濯物を干す場面を想起しながら、てこが水平につり合うための規則性について、
繰り返しモデルを操作したり、他者と関わりながら、自分なりに解決の見通しをもつことができるように
した。

実践事例紹介② 第６学年「てこの規則性」
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目の前の自然事象と既有の知識や経験等とつなぐ

①身の回りの物で関節と
同じ動きをする物を探す活動

②学習したことをモデルづくりを通して表現する

本実践では･･･
全身の関節について、身の回りの物と同じ動き（似ている動き）を探しながら自分なりの思いをもってモ
デルづくりができるようにした。

実践事例紹介③ 第４学年「人の体のつくりと運動」

活動の工夫① 活動の工夫②
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第４学年「人の体のつくりと運動」
演習②腕の関節モデルを作ろう！

【用意する物】

①割り箸（通常）

②割り箸（丸いタイプ）

③曲がるストロー

④輪ゴム

⑤カラープラダン

・はさみ

・セロハンテープ

肩

ひじ
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作り方
※腕の関節のつくりや動きに近付けられたら、
どんな作り方、材料でも構いません。
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①土台・風土

理科の授業では

問題解決

なぜ？どうして？ わかった！できた！

やってみたい！

授業の構造自分で決める

調べる対象・方法・場所・
活動する相手・表現方法など

学習集団
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②教材

第一次 第二次 第三次骨や関節

部分 全体

つくり

他には

筋肉

部分 全体

運動

他には

人 動物
他には

比較する
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③教師の関わり

他の動物について調べてみ
ましょう。①

② 自由に調べてよいですよ。

△教師がやらせているだけ

△学習内容からはずれやすい 拠り所

教師 児童

①自分の
立ち位置

調べる視点

動物の特徴的な動きとつくりの関係

②道しるべ

ヘビはくねくね動くから、人よりも
関節が多いと思います。

予想

キリンは首が長いから、人よりも骨
の数が多いと思います。

比較
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教材①ターザンロープ

本実践では･･･
児童とともに素材（振り子）を教材化していくことで、教材の価値を感じることができるようにした。

実践事例紹介④ 第５学年「振り子の運動」

教材②簡易振り子
教材③振り子

ブラックＢＯＸになっており、

中は見えない。４つのマスに分

かれている。

２個減らす 移動

教材④振り子モデル
振り子の長さに着目
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ご清聴ありがとうございました
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